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研究成果概要 

本研究の目的は、明野観測所に設置した口径５０ｃｍの専用可視望遠鏡を用いて、γ線バース

ト(GRB)、活動銀河核(AGN)等、高エネルギー宇宙線加速源候補天体の多色追跡・監視光学観

測を実施し、これらの天体における放射と粒子加速機構を明らかにすること、そしてそれを用い

て、星・銀河形成の歴史を明らかにすることである。観測システムは概ね安定しており、ほぼ継

続的に観測を行った。ただし、冷却 CCD カメラの経年劣化のためか、霜がついたり画像に規則

的なノイズがのるなどの症状が頻発し、修理・交換を数回行った。また、ADSL から移行するため

光ファイバー回線を設置した。本年度の主な観測成果は以下の通りである。 

1. 2009 年 4 月から 2010 年 3 月までの間に、3 つのガンマ線バーストの可視光残光を観測し

（ GRB110530A, GRB110921A, GRB111228A ） 、 GCN Circular に報告した  (GCN 

No.12048, 12410, 1768)。他に、9 個の GRB を観測し上限値を GCN Circular に報告した。 

2. 前年度に引き続いて、数十個のブレーザー型 AGN の自動パトロール観測を行い、三色光

度曲線を得た。 

3. 2011 年 8 月に新しく発見された X 線連星 MAXI J836-194 の光学対応天体観測を他望遠

鏡と連携して実施し、検出に成功した。2-10 keV Ｘ線強度との相関ははっきりせず、独立

に動いていることから、光学放射はＸ線によって加熱された伴星や降着円盤ではなく、ジェ

ット等の非熱的なものである証拠を得た。さらに追跡観測を行って、発表する予定である。 

4. 未同定ガンマ線源 2FGL2339.6-0531 の観測を実施し、結果の一部を日本天文学会春季

年会および学術誌に発表した。(Kong et al. 2012, ApJ 473, L26) 
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